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1メール仕、友人制中間司と人間関係を評勤たり紺守したりするのに在位つこと 4 3 2 1 
2メール主新しいメ品事E慌を広りおていくのに桂三Zつこと 4 3 2 1 
3メール仕、一て島とたくさんの人と素早く情報を共有するのに3倒亡立つこと 4 3 2 1 
4身近な友人間?でなく、遠くにし唱人ともコミzニケーションカ源れること 4 3 2 1 
5仲わ良い左:人だけでなく、普段あまり話さない人どもコミュニク」ション瑚執ること 4 3 2 1 
6メールの内容が残っているため、桂で自由に読み返せること
7電話ど違って自分の空ドv口、る時間に佼却することができるこど
4 3 2 1 
4 3 2 1 
8直接書記くいことでも、メールを佳うと畠中すいこと 4 3 2 1 









1メールによる悪質な被吾やトラプノレがあるこ左 4 3 2 1 
Z返信がすぐに来ないなど、断片的なコミュニケーションになること 4 3 2 1 
3.メーノレで¢やりとりに時間を費ヰ寸こと 4 3 2 1 
4使用料金が高いこと 4 3 2 1 
5.メールのやり取りの中で、苦帯やトラプノ附起こること 4 3 2 1 
a相手の謝脊や話し方がメールを通して分からないこと 4 3 2 1 
7メールを通して相手仮寝持ちを窟揮することが難しいこと 4 3 2 1 
aメーノレを還して相手に自分の安蹄ちを伝えることが難しいこと 4 3 2 1 
@ト4イ血メ-JWI)健周，，，剛."C.ど@・a寓m咽園町サ→ミ剛Z骨乱ても曹師、?
1文章を相手の分かりゃすいように作成している 4 3 2 1 
Z相手の立場ヘ状抗い除名苛帯に気をつけている 4 3 2 1 
3.チェーンメール等¢迷惑メーノレに対して適切な柑処をしている 4 3 2 1 
4相手に失礼にならないように、文章の言葉強いに気をつけている 4 3 2 1 
5.韓交字ヰ謬むC宇帯を使用して自分の気持ちを表現するようにしている 4 3 2 1 
a五百青する前lこ読み返すなE、相手に自分の言いたいこ国主伝わるか確認するようにしている 4 3 2 1 
7重要な丑捕はメールゼけに頼らないようにしている 4 3 2 1 
a質問に答えてもらったら必ずお礼をするなど、松講を守るようにしている 4 3 2 1 
9返信は可能な状担なら必fするようにしている 4 3 2 1 










l悲しんでいる相手の気持ちを感じkろうとして 自分もその人の悲しさを経験したこkがあ 7654321 
る
ι何かに悲しんでいる相手の気持ちを感じとろう kし 自分も開じ様な気持ちになったことがあ 7654321 
る巳








































結果， I両向型J170名 (25.8%)， I共有型J147名 (2.3










両向型 共査型 不全型 両蓋型 自十
1年 頻度 76 66 73 75 290 
割合 26.2弘 22.8目 25.2目 25.9唱 100.0目
2年 頻度 50 44 57 83 234 
割合 21.4弘 18.8目 24.4目 35.5弘 100.0目
3年 頻度 44 38 32 20 134 
割合 32.8略 28.4目 23.9目 14.9略 100 日目
男子 頻度 65 41 98 80 284 割合 22.9弘 14.4目 34.5目 28.2弘 100.0目
女子 頻度 105 107 64 98 374 
割合 28.1略 28.6目 17.1目 26.2略 100 日目














に比べ有意に高くなった (F(3，654)= 17.46， pく.01)。
森山 潤川上達大中原久志上之園哲也萩嶺直孝
表2 電子メールに対する利点認識の平均値(全体)
n M S.D 
両向型 170 3.42 0.47 
共有型 148 3.41 0.43 
不全型 162 3.23 0.50 
両貧型 178 3.26 0.51 
全体 658 3.33 0.81 
表3 電子メールに対する欠点認識の平均値(全体)
n M S. D 
両向型 170 3.13 0.55 
共有型 148 3.10 0.53 
不全型 162 2.93 0.60 
両貧型 178 2.99 0.58 
主隼 658 3.04 0.94 
表4 電子メール使用時のマナー意識の平均値(全体)
n M S. D 
両向型 170 3.50 0.40 
共有型 148 3.54 0.35 
不全型 162 3.24 0.48 
両貧型 178 3.29 0.52 
















利点認識 F(3，654) =6.55 
欠点認識 F(3，654) =4.34 
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